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図－1 1 休耕田の全体図と噴砂の分布
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図－12 休耕田の全体図と噴砂の分布
(U字溝側端部）としている.原点に対して最大高さ0.214m,最小高さ-0.379
mであり，休耕田内では最大で約60cmの高低差が発生している． これは
聞き取り調査の値とほぼ一致しており,他の水田でもこの程度の高低差が発
生している可能性がある．また,No.9とNo.11の側線では，最大の高さを示
す値の付近では極めて大きな高低差を示しており,水田内の地下では液状化
による噴砂の際に，砂の横方向の移動が発生したことがわかる．また，ここ
でもNo.7,No.9,No.11は周期的に変動しているように見える． このとき
の波長もU字溝と同様に20m程度となっている．
図－12に高低差を3D分布図で示す．図に示すように，数十Cmのオーダー
で高低差が発生しているが，高い部分は噴砂によってである． この図から，
高低差の激しい部分はU字溝側であり,U字溝から離れると高低差の変動が
少なくなっている．
6．刈り取り後の水田の様子
11月中旬に調査地点の稲の刈り取り後の写真撮影を行った．図－13，図－
14に刈り取り後の水田の様子を示す． 図－13は，図－2に示す上側（北側）
の外周道路から下方向（南方向）を撮影しており，図－14は図－2の左側（西
側）の外周道路から右方向(東方向）に向かって撮影した写真である．写真
に示されているように,刈り蝦り後の水田は,波打つような高低差が生じて
いることがわかる．また， この高低差の激しい部分は，図－2に示したU字
溝の上下変動の激しい部分にU字溝の流れに対して垂直方向に広がってい
た.U字溝の変動が始まる南端から150m付近より北側は地下の地層構成が
異なり，そのために激しい液状化が生じた可能性があるが,地盤構成が不明
なため確認できていない．写真から， 7月26日の時点で稲の生育した水田
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内においても，激しい噴砂と
地盤の沈下と隆起が生じたこ
とが示された．また，写真か
ら，水田内の隆起は数十mの
間隔で発生しており，この波
長は図－8及び図－9に示した
U字溝と休耕田の上下変動の
波長に一致しているように見
える． しかし，既往の研究で
は，地盤の隆起・沈降の波長
と地層構成や地震動との関係
について研究した事例はな
い．噴砂と地層構成及び地震
動の関係については,著者ら
の研究室にて,現在詳しく研
究を行っている．
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図－13刈り取り後の水田の様子1
7．まとめ
ここでは鳴瀬町浜市地区の
液状化被害の調査報告を行っ
た．調査は，調査地点のU字
溝の上下の高低差,休耕田の
高低差と噴砂の分布について
詳細に行った．その結果，以
図－14刈り取り後の水田の様子2
下に示すことがわかった
。 U字溝の高低差は最大で60cmの差が生じている．
． U字溝の浮上がりの激しい部分では畦道が沈下している． また，休耕
田においても噴砂の高さが高い付近では水田の盤が低いところになっ
ているものがあり，液状化したときの砂は噴砂により，横方向にも移
動することがわかる．
。噴砂による砂の巻き上げ量の影響のため，水田の盤の高低差も最大で
60cm程度となった．
。刈り取り後の水田の写真から，7月26日の時点で稲が生育していた水田
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においても噴砂及び隆起・沈下が生じていたことが示された．
｡U字溝や休耕田，水田の隆起は数10mの波長で発生しているように見え
た． これらと地層構成や地震動の関係については，今後著者らの研究
室で継続して研究を行う予定である．
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